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小笠原諸島のイセエビ類

写真説明

１．カノコイセェピ（アヵェビ）

Ｐａｎｕ１ｉｒｕｓｌｏｎｇｉｐｅｓ（Ａ・MILNE-ED1MARDS）

２．カノコイセエピ（シランゲエピ）

Ｐａｎｕｌｉｒｕｓｌｏｎｇｉｐｅｓ（Ａ,MILNE-EDWZARDS）

５．シマイセエピ（アオエピ、コガネエピ）

ＰａｎｕｌｉｒｕｓＰｅｎｉｃｉｌｌａｔｕｓ（ＯＬＩＶＩＥＲ）

４．ケプカイセエピ（ドブエピ）

Ｐａｎｕｌｉｒｕｓｌｌｏｍａｒｕｓ（ＬＩＮＮＡＥＵＳ）

カノコイセエビＰａｎｕｌｉｒｕｓｌｏｎｇｉｐｅｓ

の胃内容物

１．二枚貝（Ｂｉｖａｌｖｉａ）の殻片

０

２．ナマコ（ＨｏｌｏｔｈｕＴｏｉｄｅａ）の''１．片

５．ウ二（Ｅｃｈｉｎｏｉｄｅａ）の卿

４．魚類（Ｆｉｓｈ）の脊椎骨

5．十脚頬（Ｄｅｃａｐｏｄａ）の鉗脚

6．多毛類（Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ）の肉片

Z珪藻（Ｃｏｓｃｉｎｏｄｉｓｃｕｓ）

8．不明樋
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Ｉ緒言

イセエピ類中，本邦における水産上最重要種であるイセエピＰａｎｕＩｉｒｕｓｊａｐｏｎｉｃａ

については従来，多くの業績が発表されている。し力し左から，その他のイセエピ類について

は充分な漁業生物学的な研究がなされていない。

１９６８年にアメリカ合衆国より返還された小笠原諸島には，イセエピＰａｎｕｌｉｒｕｓ

ｊａｐｏｎｉｃｕｓ以外のイセエピ属が数種棲息している。同諸島は１９４５年から１１６８年

６月までの２５年間アメリカ合衆国の施政権下にあった。その間，住民は父島の一部にわずか

の人数か生活していたにすぎず，漁獲努力は極めて少なかったものと考えられる。したかって

この調査研究で得られた結果は，全く自然に近い棲息状態を示していると思われる。換言すれ

ば，本篇は人工で歪められていたいイセエピ類の生態を記録する貴重な資料であろうと思われ

るｏ

ここでは返還後数年にわたって主としてカノコイセエピ，シマイセエピを対象として調査し

て得られた若干の漁業生物学的知見について述べる。

本論に入るに先立ち，終始御指導をいただいた東京水産大学水産動物学満座，妹尾次郎教授，

増田辰良助教授，今野健二郎助手，イセエピの種の査定に御教示いただいた小田原甲殻類博物

館長の小田原利光博士，また，昭和４５年から４８年まで歴年にわたる調査用標本の採集，測

定に協力していたたいた東京都小笠原支庁漁業取締船「興洋」船長他乗組員ならびに，この馴

勵調査に従事した東京都水産試験場調査員名jiii3諸氏に深甚なる感謝の意を表する。

､.

と

Ⅱ材料および方法

小笠原諸島は東京の南と東約1,000Kmの洋上にあり，南北に散征する５０余の島喚からな

る。これらの島は，北から聟島列島，父島列島，母島列島，火山列島の４つに大別される。

供試材料は１９６８年６月～１９７１年１０月の５年間現地で鉤取りで採捕したものおよび

市場に水揚げされたもＣを用いた。釣取りの場合には，発見した場所のイセエピは種類別組成

を知るため出来るだけ種類，大小を問わず全数孫補に努めた。そして生時の，らに体長，頭胸

甲長および体重を測定し，そのウらの一部のものから胃，生殖腺お主び抱卵を採取し，それを

１０％ホルマリンで保存して東京へ持ち帰った。胃についてはその内容物を観察し，生殖腺お

主び抱卵については極重量および卵径を測定した。なお，抱卵個体は抱卵重量を含んだ総重量

？

チ

※３）塩屋照雄，三村哲夫，広瀬泉，高橋11k之助，北条英樹，斎藤実，中山'匠輔
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をその体重とした。

カノコイセエピの雌雄における体型比較のために，１９７１年，～１０月に父島および北の

島で採捕した２６個体（雌１９，雄７）を凍結して東京へ持ち帰り，次の体各部の長さを測定

した。体長は頭胸甲の前端から尾節の末端まで，頭胸甲長は額鰊の後縁から頭胸甲後端までを

体の正中線上で計測した。頭胸甲幅は頸溝部において体軸に直角に交叉する直線距離で示し，

腹幅は第１腹節側甲の両尖端間の距離とした。歩脚各節方主び第１触角柄各節はそれそれ遠端

を測定した。これらの計11111ははノギスを用い，歩脚および第１触角柄は左側の長さとした。ま

た試料の年令が不明のため，すべて頭胸甲長を基準とした各部の比例値（％）で比較をした。

抱卵および卵巣卵（１０％ホルマリン固定）の卵径測定には双眼実体顕微鏡（８０倍）のマ

イクロメーターを使い，１０個を計測し，それらの平均値を求めて卵径とした。なお，卵は楕

円形または不定形をしているので長径と短径を測った。卵巣卵は卵巣内の部位によって大きさ

が異なることも考えられるので，輸卵管直前部からとった卵を測定した。また，卵巣の熱度を

数値的に指示するＭ…『itｙ…1.㎡Ｗ（GWx,[P/(BW-EVi〉i;墓算出し,卵
巣卵卵径との関係を調べた。すなわち，抱卵から湿重１８を採取し，その卵数を数えて抱卵重

量を乗じ，この作業を２回繰り返してその平均値を抱卵数とした。なお，腹肢の付着糸から卵

を離すことか困難たため，重量は付着糸を含めて測った。

カノコイセエピの天然解科については，胃内容物を検鏡査定した。餌料生物は胃中でほとん

ど粉砕されているか，主として次のような部分の破片によって種類を査定した。

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ 多毛類：剛毛

Ｂｉｖａｌｖｉａ二枚貝類：殻および足糸

Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ巻貝類：殻およびふた

Ｂａｌａｎｏｍｏｒｐｈａフヂツポ類；穀

Ｄｅｃａｐｏｄａ十脚類：鉗脚その他の脚および甲殻

Ｅｃｈｉｎｏｉｄｅａウニ類：柳および殻

Ｈｏｌｏｔｈｕｒｏｉｄｅａナマコ類：骨片

Ｆｏｒａｍｉｎｉｆｅｒｉｄａ有孔虫：殻

Ｗｅｅｂｓ藻類：栞片おェび細胞の配列

ジ

（

７

、

※４）０Ｗ：卵巣重量，ＢＷ：体重，ＢＷ：抱卵重量
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結果

1．イセエピ漁業の実態

、漁具漁法

イセエピ漁業は日本沿岸では主として刺網で，地域に王っては僅かに手づかみにエる採

捕か行なわれているに過ぎないが，近年，宮崎県ではカゴ漁業か操業されてきた。一方，

小笠原では戦前，戦後刺網は全く操業されず，鈎取，（図１）か主であった。これはイセエ

エピの生息場所が外洋に面した急潮かつ波浪の強い海域で，海蝕洞や珊瑚Ni鳶１m帯であるた

Ⅲ

●

めである。

！

木柄１尺～２尺針金８番線５尺
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図１エビ鈎

２４×４８インチ

５６×２４インチ

鉄筋５分枠

･亀甲金網２０番

正伽側面

図２エビ篭

戦後の米領時代に米軍によってエビ龍が導入された。エビ寵（図２）は餌に油を浸した

布でも王いといわれているが主として魚の頭，内臓等を用いて冬季間に海蝕洞や，１０～

２０ｍの深所のイセエピの生息しているよ，左海底を選んで１個ずつ設置される。深所で

は設置に際してダプルロープで下し，上げる時はイカリかけで取揚げる。設置期間は１週

間前後で，海が時化れば半月も放置されることかある。この漁法は冬期，エビか深所に移
動した時，素潜りで漁獲できない時には効果的である。漁期は１０～４月，１２～５月が
盛期，平均１篭６～７尾，良い時で２２尾，雄が多く入るという。漁具は漁業者１人５個
という組合規制がある。

2）漁場

や

●
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６千万年を大洋の真唯中に孤立した島方は風波に浸蝕されて多様の複雑な海蝕洞を形成

している。これらの海蝕洞内は常時暗黒に近く，イセエピの好む生息場となっている。

父島周辺のエビ漁場を図５に示す。

ヂ
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図ａ父島近海イセエピ漁場図

・釣と，漁場

ｏカゴ漁場

－．－．２０ｍ等深線

－４－



5）漁期，漁獲董

米領時代では産卵期と推定される５月１５日～７月５１日を禁漁としていたのでそれ以

外の時期が漁期といえる。そして返還後もこの禁漁期を一応その侭にしておいたが,１９６８

～１９７０年の本鰯査結采の一部を基礎資料として一応産卵盛期を６～８月とし，この期

１Ｍ｣禁漁とした。従って１９７．１年以降では６～８月を除く期間か漁期といえる。

戦前と返還後の漁獲鮭を図４Ｋ示した。戦前では0.4～4.6ｔ，平均1.6ｔであるｶﾘｉ屋還後

では2.4～8.0ｔ，平均５．１ｔと多い（１１６８年を除く）月別漁獲鼠は表１のように，

夏季の禁漁前の４～５月に多い。
Ｆ

。

0

図４年間漁猿量
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2）シマイセエピ

体長組成お主び体重組成を表４，５ならびに図９，１０に示す。体長範囲は２５．５０１１１～

表５ンマイセエピの体重組成表４シマイセエピの体長組成

（個体数） (個体数）計
－
２
２
１
１
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５
２
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３
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１
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図１０．シマイセエピの体重組成
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４２．５cmLで，平均体長は３１．７ｃｍである｡体

重範囲は５５０８～２８９０８で，その平

均体重は１．４８２８である。また試料数は

少ないが，雌雄を比較すると，雄の平均体

２５０３ＤＯ３５，４００ｃ刀9

図，シマイセエピの体長組成
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長４４．１cm，平均体重１．８６７３に対し，雄のそれらははるかに低い値を示し，それぞれ

２４．８c１，，１．０００８である。

5）ゴシキエピ

雌の平均体長は５０．５cm，雄では５６．２表６ゴシキエピの体型

、と雌より雄か大きい。

4）ケプカイセエピ

第１触角背板は正四角形に近く，その

前緑近くに１対とほぼ中ほどに１対，計

２対のやや大きな疎を有する。この２対

の疎の前後の間に小練か２対ある。頭胸

性別|体"長|霞Iillif'長|体,童

※
※

旱
早
早
８ liilll

４１０

４７０

「

』

※ハク製標本
甲の長さは巾の１．５２倍である。腹節背

面の横溝の前縁は波状である。

第２～第５腹節側甲の大練の後方の基部は鋸歯状に並んだ２～４疎を有する。第１触角

背板の後縁，第２触角柄第１節基部後方の頭胸甲前縁等は明るい青色である。腹部，背面

は小白点か散在し，梨地状である。第１触角は柄部，鞭状部ともに白色帯を有する。体各

部の楓|淀値は次のとおりである。

産地母島北港８表７ケプカイセエピの歩脚長（、）

頭胸甲長ａ８５ｃｎｚ

ijTiTJtjlijili
頭胸甲巾 ６．７０ＣＴＩ

体長２２６ｃｍ

〃 １］ ６．１ｍ

第１触角柄基節長５．２０１１２

〃〃２節長１．９ｃｍ

〃〃５節長１．６ｍ

lｌｉｉilJiI 「

｡

4．カノコイセエピの雌雄異型

雌雄における頭胸甲長に対する各部の比例値（％）の平均値および範囲の比較では，雄は

第１触角柄部と歩脚の各節長において，明らかに雄より高い値を示している。一方，頭胸甲

巾および腹巾には差がほとんど認められない。（表８）
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表８カノコイセエピの頭胸甲長に対する各部の比例値（％）

雌

\百二芸司一二f急＝三三三目へｕ催銀｜船 ６４日５９－６７

５壬７５

１１－２４

２２－２６

９－６１

４りる

『 節
節
節
節
一
節
節
節
節
一
節
節
節
節

長
腕
前
指
一
長
腕
前
指
一
長
腕
前
指

第 ６６－９５

５０－５７

５０－７６

２４－５７

７７－１１５

５０－５９

６５－９６

２６－４４

歩
脚

ヲ－５［３．‘Ｃ‐

］－２と

第 ９５１

[１６

歩
脚
一
第

４Ｂ－ｂ６

００
７
４
６
０
４
８
２
５
５
７
７

１
５
８
４
７
５
５
５
５
５
５
２

乃
ト
テ
ト
聖
怜
ト
ー
」
ト
レ
罪

７
５
５
５
６
５
５
２
４
５
５
１

8名

４９－６８

歩
脚
一
第
四
歩
脚

長
腕
前
指

節
節
節
節

４８Ｂ－ｂ４

］－４８

節
節
節
節

長
腕
前
指

第
五
歩
脚

Ｌ－ ４m

5．性比

１９６８年～１９７１年に採捕し，雌雄を調査しえたカノコイセエピの２１５

個体ば雌１２３個体，雄９２個体，その'性比は７４．８である。シマイセエピは
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４５個体中，雌２１燗体，雄２２個体で性比は１０４．８を示している。ゴシキエピは２個

体とも雄であ沼。体型の平均価をみて１Ｍうかるように，カノコイセエピもシマイセエピも，

体型の大きい個体はほとんど雄である。（図５，６，９，１０）

6．カノコイセエピの産卵生態

1）抱卵率

各年の月別の抱卵率を

表，に示した。それによ

っても明らかなエうに，

抱卵個体がみられたのは

６月下旬～１０月上･旬の

期間である。２月および

１１月に採捕したものか

らは抱卵個体は得られな

かった。今回調査した範

囲では，採捕個体の抱卵

率は６月に１４％，７月

に５９～４７％，８月に

表９月別抱卵率（％）

》
鄙
公
一
１
２
５
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｍ
旭

１９７０１１９７１１９６８

「

ｏ（５）

＄

１４（７）＊

５９（１５） ４７（５２） ４５（１４）

1００（９）

６７（５）

５（１１）Ｏ（１５）

0（５）

＊（）；調査数
１００％，９月に６７％

および１０月に５％である。

これらのうち，ことに９月および１０

月の抱卵はすべてその一部かふ化して

いる｡

2）パット付着率

イセエピ類の雄は交尾の隙，パット

と称する荷子を含む粘液塊を雌の胸部

腹面に付着させる。カノコイセエピ，

シマイセエピ共に表面の黒色化したパ

ットが雌の第４～５歩脚間の胸部腹面

にみられる。表１ｏに示したよ

うに，パットが付着している個体

表１０月別パソト付蒜率（光）

簾，,`， １１７１斤．

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

'

6７（５）

＄
／■、

8６（７）

９５（１１）

、､ノ

１００（１５）調
査

６７（５）数
６５（１９）７７（１３）

７０（１０）
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は２～１１月の期間に認められ，その出現率は各月とも高く，６５～１０，％である。

5）抱卵数

今回調査した１４個体の抱卵数は，最小値５４０，０００粒（体長２１．５cm）から最大値

１．１００，０００粒（体長５１．５cm）の範囲であった（表１１）。体長と抱卵数との間には相

関関係が認められ，その相関係数はｒ＝０６１である。それらの相関関係の回帰直線を

求めると，抱卵数Ｄは，

Ｄ＝－５２．９８６＋４．０２８．５ＢＬ（ＢＬ；体長）

である｡Ｃ
Ｆ
Ｌ

表１１体長と抱卵数

（×１０４）との関係ざ

VＩ

１２０

本長ｌ抱卵数（ｘ１Ｃ
。

１００

｡Ｃ
ｏ
ｏ４［

。
。

８，

,〆。
｡

｡、

Ｈ
Ｊ

６１１

４０ 。

２，

、

２０（体長）３０１０ ｇＣ■

図１１体長と抱卵数との関係

日
】

」

4）卵径

抱卵された卵および卵巣卵の長径と短径との関係を図１２Ｋ示す。抱卵された卵は楕円

⑧

形で長径５８８匹～７４８α，短径５５０ユー７０８匹である。卵巣卵は不定形であるが，

その長径と短径は著しい相関関係か認められるので（ｒ＝０，２），以下長径を卵巣卵と

して記述する。卵巣卵卵径とＭＦ値との間には高い相関関係（ｒ＝０．９２）がある（図１５)勺

卵巣か赤燈色または鮮紅色を呈して明らかに成熟しているとみられるものは卵径３９５浬

ＬＬ上，ＭＦ値２１．５以上である。
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丸は赤澄色あるいは鮮．

ｉ紅色を呈するもの
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５）食性
図１２卵径（の

胃内容物は表１２に示したエ

ヮに動物質で，その種類はかな

り狭い範囲に限定される。その，ら最も多くみられるのはウニで，次いで巻貝が多い。内

容物の一部を写真５～１２に示す。なお，種名か判名したものは，Ｅｕｃｉｄａｒｉｓｍｅ－

ｔｕｔａｒｉａマソヵサウニＥｃｈｉｎｏｍｅｔｒａｍａｔｈａｅｉである。

表１２．カノコイセエピの胃内容物
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Ⅳ論議および考察

１．日本に産するイセエピ属８種（ＫＵＢ０，１１５４）のうち，北緯２７度付近に位置する小笠

原諸島ではイセエピＰａｎｕｌｉｒｕｓｊａｐａｎｉｃｕｓ，ニシキエピＰ・ｏｒｎａｔｕｓ，サメハ

ダイセエピＰ･ｄａｓｙｐｕｓおよびクリームイセエピＰ、ｐｏｌｙｐｈａｇａｓの４種かみられ

ない。ことに，内地に普通に分布しているイセエピか見られないことは特筆に値することで，

同種の分布域を知る上で重要である。これに対して，北緯５５度に位置する八丈島ではイセ

エピ７９％，シマイセエピ１１％，カノコイセエピ１０％の割合で漁獲されていろ（高橋・

斉藤・未発表）。八丈島と小笠原諸島とは６００Km以上離れており，その間には青ヶ島や鳥

島等が存在しているので，今後これらの海域を調査することによりさらに詳細な分布限界が

明らかとたるであろう。

２．ケプカイセエピＰ・ｈｏｍａｒｕｓは，今回標本を調べただけであるか，従来の見聞からす

れば小笠原産としての記載はこれが最初の報告である。

５．内海（１９５６）によれば，内地産のカノコイセエピは体長２０ｍ以下の､のが多く，ま

た，シマイセエピは体長２０cm前後であるといわれる。産地別に体長範囲および平均体長を

比較すると，カノコイセエピおよびシマイセエピの両種とも南ほど大型になる傾向が認めら

れる（図１４）。

Ｌ

j［

4．久保（１９３７）は性成熟に達したイ イ、笠原

セエピでは，Ｘ１ｆの第１触角柄部基節長お

よび歩脚長節長は雌のそれよりも著しく

大きいことを指摘した。

著者等のカノコイセエピでは長節ばか
良局

bでなく，他の節も雄のイユヮが大きいこ 八丈あ

と力R示された。これは今回取扱ったカノ
三宅島

コイセエピ（体長範囲２１．，Cl１－５７１１ 人島

c17z）力x前者のイセエピ（体長範囲Ｒ８ｃ１１ｚ

－５２８ｃ１Ｉｚ）よりも体型か大きく，歩脚

bP

６

－５２．８clIzjよりも1zF型か太き（，季nN」０１０２０３０４０５，

長か相対的に大きいためにその雌雄差が
図１４産地別体型

目立つのであろうと考えられる。 横軸一体長（cの，縦軸一産地（間隔は

緯度に比例）。九は平均値，棒線は範囲
５．１９６１年－１９６５年に八丈島で得

を示す。ト･－１カノコイセエピ

られたカノコイセエピの性比は８０．５トーo-lシマイセエピ
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（４１１個体），シマイセエピの性比は１０００（４８８個体）である（高橋。斉藤，前出）

と報告されている。今回の調査でも，小笠原産の両種はそれらと近似の値を示している゜ま

た，彼らは体長別性比について，シマイセエピでは体型か大きくなると雄か雌より多くなっ

て性比が高くなるか，一方，カノコイセエピでは体型か大きくなっても雌雄比は１：１に近

いことを示し，その原因として，カノコイセエピは八丈島で普通に漁獲される大きさ（体長

５４cm以下）よりも大型に成長するはずであり，大型の個体では雄の方が多くなるのであろ

うと推測している。これに対して小笠原では，両極とも体型か大きくなると雄が多くなるこ

とか示された。小笠原産のカノコイセエピは八丈島産のものより体型か大きく，高橋らの推

測を裏付けている。さらに，イセエピの性比をＮＡＫＡＭＵＲＡ（１９４０）の調査結果か

ら算出すると１４２を示していた。一方，カノコイセエピの性比は小笠原でも八丈島でも

１００未満であり，両種の差が注目される。

6．イセエピの卵は球形またはわずかに楕円形で，その大きさは産卵時で直径0.5噸前後，ふ

化時でｑ７ｊｍｊｍ前後といわれている（椎野，１９５０）･カノコイセエピの卵はほとんどが楕

円形であるが，卵径ではイセエピとの差は認められない｡

Ｚ次に今回の調査結果からイセエピ類の資源保護のための方策について考察しよう。八丈島

では春（５月）にも秋（１０月）にも抱卵個体が出現している（高橋・斉藤，前出）。これ

に対して小笠原では，月別の抱卵率から考察して７－８月が産卵盛期で，２月～１１月に

は交尾か行なわれていると考えられる。また，２月に得られた個体では，鮮紅色を呈して成

熟している卵巣（ＭＦ－５Ｒ，）か観察された。更に９月および１０月に得た抱卵はすべて

その一部がふ化していた。これらを合わせ考えると，カノコイセエピは小笠原では周年にわ

たって生殖活動を行なっているが，その盛期はＩＦ８月であり，９月以降には減退するもの

と推測される。産卵の始期については今後の調査か必要である。

8．抱卵数は２２０００粒－５５４０００粒（体長範囲１２cm－２１cm）であり，産卵期の後

半では初回産卵量より少ない２番子を持つ個体が出現することが知られている（猪野，１１４７

．５０）。今回調査したカノコイセエピの抱卵数は５４０，０００粒－１，１００，０００粒（体長範囲

２１．５cm－５５．２ｍ）であった。したがってこの卵数は総て初回産卵と考えてよいであろう。

Ｒカノコイセエピの体長と抱卵数との関係式で，抱卵数をｏとするときの体長，すなわち生

物学的最小型の理論値は１５．２cmである。これに対して，今回調査した抱卵個体のうちの最

小型は体長２１．５cmであるから，正しい制限体長は今後の試料数の増加に待たなければたら

ないと恩われ鴬,

◆

１

’

卜

※５）一応生物学的最小型を２０cjmとして東京都漁業調整規則に用いた。
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さらに今回の調査では卵巣卵卵径とＭＦ値とのiMjに相関関係かあることか確認されたが，

これはＭＥ値によって卵巣の成熟度を設定できることを暗示している。ＭＩｊ１＜２０の場合，

廉巣は赤燈色童たは鮮紅色を呈して，明らかに成熟しているので，ＭＦ－２０を基準として

成熟度を決めてよいであろう。抱卵中の植体でもＭＩｊ１値が２２１を示すものが兄ら朔その

卵巣は成熟していることは明らかである。このことから，カノコイセエピもイセエピ同様に

１回の産卵で終ることなく，２養子子を持つと考えられる。

現在までに得られた試料数は乏しいので，卵巣熱度を段階に分類することは不可能であっ

たか，今後，ＭＦ値か熱度段階の基準として重要左意義を有するものと考えられる。

１０中村（１９５８）は小湊産のイセエピの天然飼料を調べた結果，巻貝を好愛し，ウニはあ

まり接lilWしたいことを報じている。今回とり扱った小笠原産のカノコイセエピでは，ウニお

よび巻貝が胃内容物の出現頻度として漿高を示した。この両者の食性の差の原因については

ここでは言及できたい。胃内容物か査定不能および皆無のものが多数みられたが，これは採

捕時刻が昼間であったことから，すでに消化，排泄されたものと考えられる。有孔虫，珪藻

および藻類は偶然にとり入れられたものとみるべきであろう。

、

Ｖ要約

１．小笠原諸島産のイセエピ類の漁業生物学的知見を得た｡

２漁業は潜水による釣liXp漁業か主で，冬季間には米鎖時代に導入されたエビ篭を用い，漁場

場は主として海蝕洞である。

５．漁期は６～８月の産卵勘を除く周年であるか，盛期は春秋である。

4.出現iMIの組成は，ｶﾉｺｲｾｴﾋﾟPanuliruslongipes(8ろ%ﾙｼﾏｲｾｴ

ﾋﾟＰ・ｐｅｎｉｃｉｌｌａｔｕｓ（１６％），ゴンキエピＢｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ（１％）およびケ

ブカイセエピＰ・ｈｏｍａｒｕｓの４種である。

５内地に普通に分布するイセエピＰ・ｊａｐｏＩｌｉｃｕｓは小笠原諸島にみられない。

６カノコイセエピの平均体長は５１．２Ｃｌ､，平均体重は１．１８５９で，雄のそれらは５２．４cmⅡ

１．５８７３鎧よび雌は５０５，，１．０４１９で雄が大きい。

ズヵノコイセエビの体fを（ＢＬ）と体璽（ＢＷ）との関係および体長（ＢＬ）と頭胸1Ｗ長

（ＯＬ）との関係はそれぞれ，ＢＷ＝Ｕ４５６０ＢＬ２９２６８およびＣＬ＝－２０４０７＋

Ｕ４１２９ＢＬである･

し

０

－１７－



８．シマイセエピの平均体長は５１．７c77z，平均体重は１，４８２３，雄のそれらは４４．１cm，

１，８６７Ｊお上び雌は２４．８”，１．０００３で雄がはるかに大きい。

ﾛゴシキエピ（９）２個体の平均体型は体長２８．８c7n，体重４４０３である。

１０．ケブカイセエピの体長は２２．７c７，，９である。

11．カノコイセエピの雄は第１触角柄長と歩脚長が雄よ，大きく，雌雄異型を示す。

１２.性比はカノコイセエピ７４．８，シマイセエピ１０４．８．ゴンキエピは２個体とも雄であっ

たＣ

ｌ5．カノコイセエピ，シマイセエピ両極kjt体型が大きく承ると雄か多くなる。

１４．カノコイセエピの抱卵率は７月で５９～４７％，８月で１００％，９月で６７％である。

１５．パット付着率は周年向く，６５－１００％である。

１６．抱卵率とパット付.悲率と卵巣の色彩から，産卵盛期は７～８月であると考えられる。

１Ｚ抱卵数（Ｄ）と体長（ＢＬ）との関係式はＤ＝－５２１８６＋４Ｄ２８５ＢＬで，生物学的最

小型の理論的体長は１５．２cmである。

１８．実測した抱卵個体の雄小型は体長２１．５ｍである。

１１抱卵卵径は長径５８８～７４８Ju，短径５５０～７０８浬で，形は梢円形である。

２０卵巣卵卵径とMaturityfachor，ＭＥ(ＧＷｘ１０シ(BW-EW)）との間には

相関関係がある。

２１．卵巣の色彩および卵巣卵卵径とＭＦ値との相関関係とから，ＭＦ＜２０で卵巣は成熟する

ことが明らかである。

22．胃内容物から，カノコイセエピはウニおよび巻貝を好食することが認められる。
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